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     本年もよろしくお願いいたします 

校長 山本 佐知子 
 

 晴天で穏やかな令和最初のお正月を迎えることができました。 
保護者の皆さま、地域の皆さまにおかれましては、昨年は本校の教育にご理解とご協力をい

ただき、誠にありがとうございました。今年も職員一同力を合わせ、子どもたちの健やかな成

長のために邁進します。どうぞよろしくお願いいたします。 
さて、２０２０年の干支は「庚子（かのえ・ね）」です。「庚」は「更」という字に通じ、植

物の生長が止まって新たな形に変化しようとする状態を指します。「子」は本来「孳」という字

で、種子の中に新しい生命がきざし始める状態を指します。つまり今年は、変化が生まれる状

態、新たな生命がきざし始める状態なので、全く新しいことにチャレンジするのに適した年な

のだそうです。今年は、ぜひ子どもたちには様々なことにチャレンジしていってほしいと思い

ます。チャレンジのきっかけづくりや後押し、励ましなど、学校・家庭・地域が、協力し合っ

てサポートする一年にしていきたいものです。  
何に挑戦しようか・・・と考えるとき、まず頭に浮かぶのは、今自分が取り組んでいること

で更に上を目指すことや、今までやったことがないこと、興味のあることでしょうか。今の自

分より少し外側の世界に目を向けることは、とても大切で、自分の可能性を広げることに繋が

っていくでしょう。私が自分でも挑戦したいと考えていること、そして子どもたちにも薦めた

いと思っていることは、自分自身への挑戦。特に、「めんどくさい」ことへの挑戦です。以前、

あるテレビ番組で「となりのトトロ」等、数々の名作を作り出したスタジオジブリの設立者で

ある宮崎駿さんが「めんどくさい」と言いながら仕事をしているところが紹介されていました。

ジブリ作品といえば、背景の描写やストーリーのクオリティの高さで定評があり、世界にも名

を知られています。その制作過程で、宮崎監督が「めんどくさい」を連発していたのが意外で

した。監督は「めんどくさいという気持ちとの戦いだ」と話していました。監督にとって「め

んどくさい」と感じるところは頑張りどころのようです。「世の中の大事なことって、たいてい

めんどくさいんだよ」そう監督は続けました。めんどくさい作業を積み重ねているからこそ、

多くのファンを魅了する作品が出来上がっているのですね。誰にでも「めんどくさい」と感じ

ることはあります。そのめんどくさいことにどう向き合うかでその後の自分自身や成果が変わ

ってくるのです。様々な技術の発展により省力化が進み、便利になった現在では「めんどくさ

いこと」は少なくなってきたかもしれません。しかし、「めんどくさいこと」は自分を磨きます。

それを乗り越えることによって、さらに素晴らしい自分に成長していくことを期待しています。 
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